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フランキーのコンセプトとは？
フランキーはリップ付きミノーでありながら、流れを受けながらも受け
流すことのできる絶妙なバランスで、フィールドのわずかな流れの変化を
誰でも感じる事のできるフローティングミノーです。
フランキーの潜行深度は水面下から60㎝ほどで、スローリトリーブでは
ローリング、ミディアムリトリーブではタイトウォブンロール、ファースト
リトリーブでは、ハイアピールワイドウォブンロールと、リトリーブスピー
ドや受ける流れの強さによってアクションが変わる可変アクションタイプ
のミノーです。このフランキーを使って、シーバスに必要不可欠な流れに
対する「小堺流の使い方」を説明します。

Text by 小堺篤司

フランキーはただ釣るためだけのミノーではない。可変アクション
タイプという特性を把握して使えば魚の居場所＝釣れるポイントが
わかるので、外海、河川ともに強力な武器となる。
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フランキーを使った外海攻略
サーフや河口域などの外海は、沖を探る際の潮目やカレント（離岸流）な
どの流れの変化、ブレイクライン（カケアガリ）、根周りなどの地形変化、
河川などの流れ込みなど、広大な外海でも様々なポイントがあります。シー
バスなどフィッシュイーターたちは、このような流れや地形の変化に絡む
場所（地形が変化する場所でも流れは変化する）でベイトを捕食しています。
これらのポイントで、フランキーは即座に流れの変化がある場所を見つけ
出すことが可能です。やり方は、着水後に数回 “ぐりぐり”とリトリーブし
て水になじませ、あ
とはスローリトリー
ブかデッドスローリ
トリーブで引き、フ
ラフラとローリング
アクションをさせて
いきます。このとき、
フランキーの重みを
かすかに感じるくら
いでリトリーブさせ

60㎝

水流の変化やリトリーブスピードによって可変アクションが生まれ、
シーバスの捕食スイッチを入れバイトを誘発します。

ロッドの上げ下げやリトリーブスピードによってレンジコントロールできます。

スローリトリーブでは
ふらふらローリング
アクション

ミディアムでは
タイトウォブン
ロールアクション

高速巻きでは
超ハイアピール
ワイド系ウォブンロール

昼夜関係なく安定の釣果をもたらしくれるゴールドレイン
ボーが、この秋ついにフランキーの新色として追加される！
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るのがよいでしょう。この状態から巻き続けると、フランキーの重みが強く
感じたり、軽くウォブリングアクションに変わったり、逆にスーッと抜ける
ように感じるときがあるのですが、そこが流れの変化のある場所なのです。
フランキーはそのような流れの変化があるところで、可変アクションも
しくは不規則にアクションして喰わせの間を作り、ヒットに持ち込んでく
れます。同時に、そういった変化のある場所、すなわち釣れるポイントを
簡単に探れるルアーでもあるのです。
文章で読むと難しく感じるかもしれませんが、基本は『投げて巻く！』。
それだけであとはフランキーに任せてもらえれば大丈夫ですよ。

フランキーを使った河川攻略
シーバスは、ベイトフィッシュを求めて河川にも入り込んできます。淡水
魚はもちろん、汽水域に生息するボラ・ハゼ・サヨリなども上ってくるので、
河川内はシーバスには恰好の餌場となります。それらの中で、シーバスが
特に好んで捕食しているベイトと言えば、春から初夏に遡上し、秋に一生
を終える『鮎』でしょう。
鮎を求めて、シーバスは河川をどんどん上っていきます。その鮎に着く
シーバスに対して私がメインで使うのはフランキーです。河川ではナチュラ
ルドリフト、Ｕ字ドリフトと呼ばれるドリフト釣法をメインにしています。
ドリフトの方法はクロス・ダウン・アップの３種類があります。これに

ついては、次ページのイ
ラストで詳しく解説して
いますので、そちらを先
に読んでみて下さい。
この一連の動作の中
で、流れの変化、ストラ
クチャーなどのポイント
へフランキーを流し込ん
でバイトを得るために、
自分の中で意識してやっ

秋の落ち鮎パターンに効くのが、フランキーの落ちアユカ
ラー。今年も秋に数量限定で発売されるのでチェック！
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【クロスストリームドリフト】
川の流れに直角にルアーを投げ入れ、流れを受けたラ
インが先に流されるように、Ｕ字を描きながらルアーを
ターンさせます。
着水後、数回“ぐりぐり”とリトリーブさせて水になじ
ませたあと、スローリトリーブさせていきます。このと
きフランキーは、ローリングからタイトウォブンロール
をしています。Ｕ字を描く頂点付近で、流れをルアー側
面に受けてフラフラとイレギュラーなアクションをした
あと、ダウンに入ると流れをルアーの正面から受けて、
タイトウォブンロール、ワイドウォブンロールへとアク
ションは変化していきます。
この一連の動きの中でも、ローリングからウォブン
ロール、ウォブンロールかローリングへとアクションが
可変するところがあります。それは本流筋にある沈み岩
などのストラクチャー、本流筋を抜けた淵や深みなどが
おこす流れの変化がある場所です。
こういった場所にシーバスはステイして、流れてくる
ベイトを捕食しているのですが、フランキーは流れの変
化で可変アクションした瞬間に喰わせの間を作ってくれ
るので、このときにヒットしてくることが多いです。

【アップストリームドリフト】
アップストリームドリフトとは、流れの上流側にル

アーを入れて流していく釣法です。
アップストリームでは、ルアー着水後、糸フケを取り

ながら流れと同調、もしくは少し速いくらいでリトリー
ブさせてルアーを流していきます。これにより、ベイト
フィッシュが自然に流される様子を演じさせることがで
きます。
アップとクロスの中間、アップクロスストリーム（アッ

プクロス）と言いますが、自分の立ち位置から斜め上流
にルアーを入れる場合は、自分の正面まではアップス
トリーム、その後ダウンへとルアーが泳いでいきますの
で、アップの時は糸フケを取りながら同調させ、Ｕ字を
描くダウンではスローリトリーブさせていきます。
フランキーは斜め浮きタイプのフローティングミノー

ですが、アップでの釣りではその斜め浮きを少し水平に
するようなイメージでリトリーブすると、フラフラとし
ながら流せます。アップクロスは、特に秋の落ち鮎の時
期に有効です。自然に流されてくるベイトを演じること
ができる釣法ですので、ぜひ覚えておきましょう。

【ダウンストリームドリフト】
ダウンストリームドリフトとは、文字通り、自分の立ち
位置よりも下流側へキャストして、流れをルアーの正面に
受けながらドリフトさせる釣法です。
ダウンストリームドリフトでは、ゆるい流れの中はスロー
リトリーブでローリングからタイトウォブンロールさせて
流れを横切らせます。

流速のある激流河川の場合は、ダウンにフランキーを入
れたあとは、ロッドを立て気味にしたままリトリーブせず
に流れの中を流すのみです。このときのフランキーはウォ
ブンロールからワイド系ウォブンロールしています。この
ブリブリ泳ぐフランキーが流れのヨレ、流れを抜けた瞬間
に可変アクションをし、喰わせの間を作ってくれます。

ブレイクライン

ブレイクライン

岩

クロスストリームドリフト
ダウンクロスストリーム

ダウンストリームドリフト

強い流れ（本流筋）

弱い流れ

アップクロスストリーム

アップストリームドリフト

ローリング（またはフラフラアクション）
タイトウォブンロール
ワイドウォブンロール
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ていることがあります。それは『フランキーの角度』です。
フランキーは流れに敏感なミノーで、流れを受ける面、すなわち正面、側
面、後方などで様々な動きをし、可変アクション＋不規則なふらつきをしま
す。クロス、アップクロスでドリフトさせるときに、大きくゆったりした
Ｕ字にしたり、鋭角なＵ字にしてルアーの角度を変えて流し込んでいます。
ダウンストリームも同様に、ロッドの角度などでフランキーの角度を変え
て、その日のヒットパターンを探すとより釣果に繋がります。

「小堺流」のカラーローテーション
フランキーのベイトパターン（鮎、ボラ、サヨリなど）でのカラーローテー
ションを解説します。
●外海でのカラーローテーション
まずはナイトゲームでの外海。広大なフィールドでは、レッドヘッドや
チャートパールといった、
いわゆるアピール系から使
い、回遊性の高いシーバス
にアピールします。ここか
ら光量（月や常夜灯）水質
を見ながらホログラム系へ
と、ローテーションしてい
きます。
光量が少ないまたは無い
状態（闇夜）、濁りがある
場合は、視認性の高いシャ
インホロへ。光量が多くク
リアウォーターなら、レン
ズホロからメッキホロへと
ローテーションするのが私
のパターンです。

流れがわかればシーバスは
もっと釣れるようになる。フ
ランキーを投げて、流れを手
に体感してみて欲しい。
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●河川でのカラーローテーション
河川内では特にカラーローテーションが大事になります。水深が浅くシャ
ローも多い河川は、シーバスにとってはベイトを捕食しやすく恰好な餌場
です。しかし、その分スレるのも早く、プレッシャーもかかりやすいポイ
ントなので、状況に応じてローテーションさせましょう。
●水量や水質に応じたカラーローテーション
河川増水時のシーバスは、流れの中、流れのヨレなど、いたるところで
ボイルして活性も高い状態です。こんなときはデイ・ナイト問わず、迷わ
ずチャートなどのアピールカラーから使用しています。魚にプレッシャーが
かかってきた……と感じたら、シャインホロ、レンズホロ、メッキホロとロー
テーションしていきます。
その逆の河川減水時には、濁りも取れシーバスたちはストラクチャーなど
のピンに着くようになります。このときはデイ・ナイト問わず、ホログラム
系から投げるのがよいでしょう。光の反射で喰わすのですが、シャインホロ、
レンズホロ、メッキホロで反応が違うときが多いので、ホログラムの種類を
ローテーションしてみてるのも効果的です。まれに、反射の光を嫌がるシー
バスもいるので、そんなときは水に馴染むクリア系やパール系を入れてみ
ても面白いです。
●ポイントを攻める場合のカラーローテーション
瀬尻やブレイクラインなどの下流にできる深みを探る時は、ベリー部（腹

使い方が難しいと思われがちなフランキーだが、使いどころさえ押さえれば簡単に使いこな
すことができる。秋のランカー対策にも使用して頂きたい。
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部）の色をオレンジベリー、レッドベリー、クリアラメベリー、グローベリー
といったようにローテーションすることもあります。その理由は、アップス
トリームまたは、アップクロスからフランキーを深みに流し込み、アクショ
ンしないくらいで水面または水面下を漂わせるときに、ベリーの色でアピー
ルさせられるからです。これは特に落ち鮎時に有効だと私は考えています。
好みのルアーカラーはシーバスに聞いてみないとわかりませんが、アング
ラー側から考えるカラーローテーションは十人十色だと思います。「小堺流」
フランキーのカラーローテーションは、その中のひとつと思っていただけ
れば幸いです。
フランキーは投げて巻くだけで釣れるフローティングミノーです。フラ
ンキーで探って反応が無ければ、レビンやキックビートで探って、シーバ
スゲームをより楽しんでいただければと思います。

小堺篤司（こざかい・あつし）
LONGIN.フィールドスタッフ。河川や港湾、サーフをホームとし、
ウェーディングスタイルを中心に高い釣果を誇るアングラー。関東圏
外唯一のフィールドスタッフとして活躍中。

この秋、フランキーに新色＆初回限定色が登場！

NEW

NEW NEW

NEW

限定

NEW

NEW

024

067

025

064

032

029

065 009

027043

041

046

026

024：ボラ（レンズホロ）、025：レンズキャンディー（銀粉ラメ）、032：ブラックキャンディー（マグマ）、043：ゴールドレインボー
オレンジベリー（メッキ）、026：金ボラ（メッキ）、027：チャートゴールドグローキャンディー（マグマ）、067：ピンクヘッドパー
ルキャンディー、064：マットチャートヘッド（クリアマグマ）、029：チャートパールオレンジ、041：クリアパープルラメ（クリア
マグマ）、065：ドチャートマット、009：レッドヘッド（銀粉パール）、046：落ち鮎グローベリー銀粉ラメ（縦ホロ）※046は初
回限定生産
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LONGIN.が贈るフリーペーパー

ロンジンマガジンVol.5
弊社製品取扱店にて好評配布中！

秋の特別発行となった
ロンジンマガジンは

今号で第 5号！（特別発
行号なので、前号よりは本
の厚みが薄めです）
新製品レビンライトの巻
頭解説記事に加え、秋のハ
イシーズン前に読みたいバ
イブレーションの使い方記
事２本、魚の居場所を探り
ながら釣るための基礎知識
記事を収録した保存版！
本は薄くなったけど中身
はアツい今号も、もちろん
無料配布！　弊社ルアー取
扱店全店に順次発送してい
ますので、店頭に無かった
場合は店員さんに聞いてみ
て下さい！（弊社在庫があ
れば、お店へ送らせていた
だきます）。
ロンジンマガジンのご意
見・ご感想もお待ちしてお
ります（HPアンケートよ
りお送り下さい）。

ロンジンマガジンVol.5
配布価格：￥0（フリーペーパー）
版型：A5版　24ページオールカラー
発行：株式会社LONGIN.
LONGIN. 製品取扱店にて無料配布中
（数に限りがありますので、品切れに
よる配布終了の際はご容赦下さい）
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